
令和２年度豊後大野市環境基本計画年次報告書

（令和元年度環境指標の点検及び評価）

◎豊後大野市環境基本計画（第１次計画：平成22～26年度　第２次計画：平成27～令和元年度　第３次計画：令和2～6年度）

◎豊後大野市環境基本計画年次報告書

◎評価について

指標の実績値から、個別目標の達成状況を｢○、△、×、－｣により評価しました。

　　　　評価　｢○｣：目標達成、または数値が改善したもの

　　　　　　　｢△｣：大きな変化がないもの

　　　　　　　｢×｣：状況が悪化したもの

　　　　　　　｢―｣：未実施の事業

本市は、豊後大野市環境基本条例第８条の規定により、平成２２年３月に第１次となる豊後大野市環境基本計画を策定し、情勢の変化へ
の対応とさらなる環境施策の推進を行うため、令和２年３月に第３次豊後大野市環境基本計画を策定しました。 本計画では、「①豊かな
自然を守り未来へつなぐまち　②人と自然と環境にやさしいまち　③ともに活動するまち」をコンセプトとし、その実現に向けて大きく
４つの柱を定め、それぞれに個別目標を掲げて取り組みを行っています。また、行政だけでなく市全体の取り組みとするため、市民・事
業者の方たちも本計画に参画いただけるよう、それぞれの立場で取り組むべき事項も明記しています。

豊後大野市環境基本計画年次報告書は、豊後大野市環境基本計画に掲げている環境保全の取り組みの実施状況について、目標の達成状況
を指標により点検・評価するもので、豊後大野市環境基本条例第１２条の規定により毎年作成し、公表しなければならないことになって
います。今回の年次報告書では、環境に関する事業や活動の確認と、今後の活動についての指針となるよう、内容についての検証を項目
毎に行っています。



1 河川を守ろう

2 森林や農地を守ろう

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

認定農業者数 402 378 374 381 369 

集落営農組織数（任意） 37 36 36 36 36 

法人組織数 35 36 37 37 35 

基本目標【自然環境】潤いと安らぎのある自然環境を守る

【指標】市民による水辺の維持・管理活動・清掃活動の実施回数

◇主な取組

●｢三重川を守る会｣が第21回大野川流域クリーンアップキャンペーンin三重川を
　11月1日に開催し65団体約200名が参加した。　（市報12月号より）

●「三重川を守る会」が毎月三重川沿いでごみ拾いや除草等の活動を行っている。
●「柴北川を愛する会」が毎年11月頃に柴北川の流域のごみ拾いや除草作業を行っ
　ている。

●「三重町くらしを考える会」が三重町中心部の家庭から出る食用廃油から“廃油
　せっけん”を製造している。家庭で使用した食用廃油を回収することにより、生
　活排水への油混入を減らし、三重川の環境浄化活動に取り組んでいる。

※環境衛生課調べ

【指標】認定農業者数、集落営農組織、法人組織数（単位：人、または団体数）

※農業振興課調べ

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

○

毎年多くの参加者が集う11月1
日の大野川クリーンアップキャ
ンペーン（三重川を守る会主
催）を筆頭に、豊かな自然や河
川を守る取り組みが展開されま
した。

人口の減少に比例し、認定農業
者数は減少していますが、農家
の減少や高齢化の課題解消の一
つである法人組織数は、横ばい
を維持しています。今後も豊後
大野市農業振興計画に基づき、
優良農地の確保と、適正な土地
利用や自然に配慮した農林業整
備を推進していきます。○



3 多様な生態系を守ろう

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

利用件数 1,065件 ― ― ― ―

利用人数 27,016人 23,444人 22,120人 18,840人 15,438人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

利用件数 467件 ― ― ― ―

利用人数 1,620人 1,999人 2,191人 2,532人 2,923人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

利用件数 ― ― ― ― ―

利用人数 ― ― 298人 916人 1,002人

【指標】市の自然体験型施設の利用者数  

●リバーパーク犬飼（犬飼町）

●井崎河川公園（清川町）

●祖母山麓青少年旅行村（緒方町）※集計は平成29年度から

当該年度合計 19,363人

※商工観光課調べ

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

○

豊かな自然環境のある豊後大野
市では、左記の施設以外にも多
くの市民や観光客の方たちが自
然環境に親しめる機会が多くあ
ります。今後もそのような機会
による意識啓発を継続し、多様
な生態系の保全活動を推進して
いきます。



4 まちの緑を育てよう

●苗木の無料配布

●植林活動

【指標】緑化運動の実施回数

◇主な取組

・豊後大野市ふるさとまつり（大原総合運動公園）

・チューリップフェスタ（原尻の滝公園）

・どんど焼き（大野総合運動公園）

・千歳ひょうたん健康マラソン大会（千歳総合運動公園）

・御嶽山桜ロード再生事業 等（各町まちづくり協議会）

　･･･2月20日に清川中学校3年生12名と清川まちづくり協議会

　　 にて、卒業記念植樹（ジンダイアケボノの植樹）を行った。

・県道や公園への植林活動（柴北川を愛する会）

　　　※農林整備課調べ及び市報より抜粋

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

○

ふるさと振興祭等のイベント時
に苗木の無料配布を行い、市民
参加による緑化運動に取り組み
ました。今後も市内で行われる
イベント等にて、苗木の無料配
布を計画します。

また、御嶽山桜ロード再生事業
のように、行政主体ではなく、
助成等を受けつつ自主的な活動
を行う団体も増えてきていま
す。



5
ジオパークを活用して
環境保全をしよう

【指標】イベントや研修会等の開催数

◇主な取組（ジオパーク事業）

●ジオパーク学習･･･市内小中学校で地域にある資源を学ぶ（R1年度：計49回）

●（市内外団体向け）ジオパーク研修（R1年度：計25回）

●ジオサイトの環境整備活動･･･草刈りやごみ拾いを定期で行う（R1年度：計54回）

●百枝小・姫島小ジオパーク交流（R1年度：計10回）

◇主な取組②（エコパーク事業）

●エコパーク生物多様性調査（R1.8～R2.3の期間）

●移行地域における生態系調査（通年で実施）

※商工観光課調べ及び市報より抜粋

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

ユネスコエコパークとは･･･生態系の保全と持続可能な利活用の調和（自然と人間　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 社会の共生）を目的に、1976年からユネスコが開始し
                         た事業　

○

左記だけでなく、ジオパークを
活用した住民活動や教育活動が
盛んに行われました。今後もジ
オパークやエコパークを起点と
した自然景観の保全と活用を
図っていきます。



6
河川の水質をきれいに
しよう

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

市の生活排水処理率 57.3% 58.5% 59.6% 60.7% 62.4%

●令和元年度

7 快適な住環境を守ろう

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

大気汚染(野焼き） 9 5 7 7 19

水質汚濁 5 2 2 4 3

騒音 4 3 2 4 2

悪臭 5 2 6 11 5

8

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

苦情件数 3 2 1 0 1

基本目標【生活環境】健康で快適に暮らせる生活環境をつくる

【指標】生活排水処理率（公共下水道、合併処理浄化槽等）

 　　　21,882人（汚水処理人口）／　35,091人（住基台帳令和2.3月末）

（汚水処理人口）21,882人＝（下水道）1,145人＋（農集排）2,962人＋（浄化槽）17,775人

※上下水道課調べ

【指標】市で受け付けた苦情件数

単位：件

※環境衛生課受付分

【指標】市で受け付けた交通に関する苦情件数

※環境衛生課受付分

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

交通における環境対策
を進めよう

○

今年も数多くの管理放棄地等の
雑草・枝等の繁茂苦情が寄せら
れましたが、交通の妨げとなる
苦情は１件のみでした。今後も
道路を管理する各関係機関や警
察署と連携し、迅速な対策を講
じていきます。

○

令和元年度の（個人住宅分の）
浄化槽設置件数は、250基（平
成30年度調査時；124基）でし
た。環境保全のため、今後も補
助金制度も継続しつつ、浄化槽
（個別処理）の普及を促進して
いきます。

×

野焼き（ゴミ焼き）は法律によ
り禁止されていることを市報等
により啓発していますが、依然
多くの苦情が寄せられていま
す。また、例年空き地等の雑草
除去に関する相談も増えていま
す。今後もケース毎の迅速な対
応（現地確認等）と、それに伴
う指導等を継続していきます。



基本目標【物質循環】みんなで地球環境保全に取り組む

9
ごみを減らし､リサイ
クルを進めよう

単位：kg

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

排出量 203.18 204.61 212.25 211.15 220.4

10
きれいなまちをつくろ
う

単位：件

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

苦情件数 38 32 21 14 14

【指標】市民１人当たりの年間ごみ排出量

※環境衛生課（清掃センター係）調べ

【指標】②市内のマイバッグ推進協力店舗数（H31.4.1現在）　　

大分県全体（食品スーパー等） 203

大分県全体（クリーニング業） 129

うち豊後大野市（※食品スーパーのみ） 8

　　　　※クリーニング業については市町村毎の集計は行っていません。

　　　　※環境衛生課調べ

【指標】不法投棄発生件数 

※環境衛生課調べ

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

△

不法投棄防止看板の配布や市報
等による啓発活動、警察署及び
環境衛生委員等との連携によ
り、不法投棄の発生件数は減少
傾向にあります。今後も発生件
数の抑制に努めます。

×

市民一人当たりの年間排出量が
増えています。豊後大野市では
家庭用生ごみ処理容器（コンポ
スター）給付事業を実施し、生
ごみの減量化・再資源化に取り
組んでいます（昨年度実績：80
基）。

平成21年度からマイバック持参
率80％以上を目標に、大分県内
の食品スーパー等でレジ袋無料
配布中止の取り組みが行われて
きました。その取り組みをより
一層強化することを目的に、令
和2年7月からレジ袋の有料化が
義務付けられました。今後も廃
プラスチックだけでなく、廃棄
物量全体の削減に取り組んでい
きます。

◇マイバッグ持参率
　県平均・・・・83.6％
　豊後大野市・・81.7％
　　　　　　　（Ｈ31.4）



11
省資源・省エネルギー
を進めよう

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

交付決定件数 制度終了 － － － －

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

第１発電所 884,540 942,380 961,850 921,610 808,663 

第２発電所 283,368 296,117 299,612 295,594 283,809 

第３発電所 450,256 475,014 481,582 473,908 450,395 

第４発電所 368,835 382,958 390,554 387,163 357,795 

第５発電所 595,467 613,162 623,349 607,467 541,556 

【指標】太陽光発電設置補助件数

●市内で国の住宅用太陽光発電補助金交付決定を受けた件数

豊後大野市太陽光発電所の発電量（※注1）
単位：kWh　

注1）本表の発電量…実際の発電量から所内利用分（2～3％程度）を差し引いた数値（＝売電量）を計上しています

※環境衛生課調べ

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

△

平成25年度で国の補助制度は終
了しました。

また、豊後大野市太陽光発電所
については、平成26年度から稼
働を行っています。今後も省エ
ネルギー活動及び再生可能エネ
ルギーを推進していきます。



基本目標【参画と協働】人づくり、地域づくりを進める

12
環境に関する情報を蓄
えよう

①市報

○

②ホームページ等

【指標】市報やホームページによる環境情報の掲載回数

◇主な啓発活動

　●地球温暖化防止に関する情報

　１０月　レジ袋無料配布中止に伴う収益金を寄附（（株）新鮮マーケット）

●その他環境に関する情報

　　４月　生ごみ減量化・再資源化推進事業について（コンポスター給付事業）

　　６月　祖母山、傾山に登ろう～祖母・傾の魅力を紹介～

　　８月　ジオパーク広場（ジオサイトの追加について）

　　　　　台風接近時のごみ収集について

　　　　　第10回日本ジオパーク全国大会～2019おおいた大会開催～

　　９月　バイオマス発電所見学～千歳町高齢者学級～

　１２月　「使ってみようマイエンザ」

　　　　　３０１０（サンマルイチマル）運動「みんなで減らそう食品ロス」

　　２月　野外焼却（野焼き）は法律で禁止されています！

　　３月　スプレー缶・カセットボンベ類の出し方が変わります！

　　　　　「捨てる」から「リサイクル」へ／ポイ捨て不法投棄をしないで！

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

市報やホームページなど低資源
な方法により、正確で分かりや
すい環境情報の提供と意識啓発
を図りました。今後も継続した
啓発活動を展開していきます。

・不法投棄を撲滅しましょう　・ＰＭ2.5（微小粒子状物質）について
・ごみ分別辞典（通年）　・ごみ分別スマホアプリの配信
・豊後大野市地球温暖化対策実行計画

○



13
環境教育・学習を進め
よう

14
活発な環境活動を進め
よう

【指標】各種環境学習講座等の開催　

◇主な取組

●大分県環境教育アドバイザー派遣事業（どんこ釣り大会、千歳っこ教室等）

●夏の思い出！～大野町チャレンジ・サマースクール～

●資源循環型社会形成のための講演会（さかなクンのお魚講座）

●水質調査・植物観察会・ホタル観賞会　等（柴北川を愛する会）　　　　　　　　　　　　　　　

【指標】市民ボランティア団体数

◇主な取組

●地球温暖化防止啓発活動：豊後大野市地球温暖化防止協議会　

●リサイクル活動：三重町くらしを考える会　ほか

●自然環境保全活動：豊後大野市自然史友の会

　　　※環境衛生課調べ

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

　　※市報及び豊肥保健所からの情報提供

●河川及びその周辺清掃・美化活動：白山川を守る会、三重川を守る会、柴北川を
　　　　　　　　　　　　　　　　　愛する会、玉田川を愛する会、神角寺渓谷緑
　　　　　　　　　　　　　　　　　化推進会　　ほか

●街路清掃・美化活動：三重川を守る会、各地区老人クラブ、三重町女性学級
　　　　　　　　　　　連絡協議会、シルバー人材センター、交通安全協会　ほか

●おおいたうつくし推進隊：三重川を守る会、神角寺渓谷緑化推進隊、柴北川を愛する会、
　　　　　　　　　　　　　　　鳥屋活性推進会、おおいた豊後大野ジオパークガイド
　　　　　　　　　　　　　　　九州電力㈱三重配電事業所、三重町くらしを考える会　ほか

○

令和元年度は、ジオパーク全国
大会を開催し、多くの方に関心
を持っていただく事業が行われ
ました。

また、犬飼町の柴北川を愛する
会が、小中学校と連携した環境
活動を展開するなど、地域主導
の環境教育も行われています。
今後も多種多様の活動を推進し
ていきます。　　　　　　　　　　　　　

○

行政主導の取り組みだけでな
く、市民や各団体が主体となっ
た環境保全活動が活発に展開さ
れています。今後も関係機関と
の情報共有や情報提供等、各活
動の支援を行っていきます。


